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磁硫鉄鉱中の鳥の限構造KつW て
( 第ご'報)

竹内正辰議

すでに筆者は磁確鉄鉱中町烏の甑構造り発達する過程をのベ・(IH21単眼から

眼群をへて包絡 販 と な り ，つ いに等高線状情造に発達することを報告 Lた. モ

P折の貰料は.長野県南佐久郡南相 木村相島鉱床の産で旨1;i"-;:， た が . 今 年 り 亙 .

そこから東南方およそ 51ulはなれた三川部議の附近で》収した提料を.その土

地の某から筆者 に寄 贈さ れた 白で .早速研踏片をつくって観察 Lた ，

この資料にみられる眼群と包絡段の構造形態は.前回りもの kちがっている

上に.これには等高線状構造が圭 〈あらわれていない固今回の観療の大部分は

従来よくいわれている縄(なわ)状構造であるが.それにもいろいろあって.完

全に発達した~は . 脈石細脈の壁にさ幹楕円駐単眼がそり長軸を脈にほぼ直角に

平行にむけ .し かも脈の左布にま互に単阪が同じ大きさに同断なくならび ，包

絡線があまり発達しτいない図研 磨 片 に み ら れ る こ り 断 面 骨 は 燃 り 縄 状 で あ る

から.これを筆者は縄状構造 (RopeTexもure)と名づけた. ところが稀に

そのよ払起が完全な精阿佐になヲていることもある.こり場合は掴t状という より

も稲状。花に似ているので ，穂状常造(Spik.e 'l'ex c ure )と l.i.:.これらの

楕円或は半摘円単眼が非常に小さい場合とか ，そ白長軸方向が細旅に平行りとき

昨は.包絡線が発議1.-.相脈に平行。構造線が目立って .こ とにそ D 外縁は黒

色携が発達してくるので.一見藍覆電線の断面をおもわせる.この種のものの

な かで.単患が 脹 に 直 角 の も の を電a状構造(Q三bJ.eTexもure) .単限が 脈

に平行のものを電線状構造 (CodeTexture )と名づ叶た.

また今回の誼料にみられる一般的め特徴と Lて . 遊 離 宮 鉄 物 質 が 非 常 に 多 い

ことがあげられる。統脈の壁や飯町周縁にこれがJ!!り.しかも磁琉鉄鉱 D結晶

学的方位に宜鹿されて .その黒点粒子がプラシ状に宮集してならぶことが多く

眼の内部ではこれに反 Lてまばらに分散 Lて共心静線の構う沼が非常に不鮮明に

なっている . 前筒り貰軒を これに〈らべると.前のものは比較的に横滑 な感が

して，共心輪線も非常にはっきり Lているよに .単眼目外周縁の磁硫鉄鉱白じ

よう (優)乱市もよくみられ，結果としては .鳥の限構造の発遂の過程が章に

(31 
もよく観察 されたことがわかった.含鉄物質は Sもelner....， U)脱崩したように
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磁硫鉄鉱の白鉄鉱化作用にともな う 産 物 で あ る 年 怯 相 違 な か ろ う が . そ れ だけ

にしては両貰料にみられるその量にあまりにも遣があるから，侵入 1-t"脈石か

ら も 分 離するように恩われる。また共心給線が不鮮明なことは .侵入液の勢力

が強〈て交代速度が速 いために， 鉄 骨 質 の 移 動 集 結 を す る 過 が な い よ う に 考え

られる.

縄伏或 はそれにちかい僻造が発達して，等高 線 状 。 地 形 図 的 な 面 積 交 代 が行

われていない Eとに対 Lて は .一つには交代が充舟に発達 Lて い な い 時 期 であ

るともみられようが.一面には脈石の侵入をゆるす細脈が緩衝な網状に発達 し

て い る かいないかによ っ て.こう Lたちがいがおきるであろう.

きbに今回の貰料にみられる もう一つり特徴は.黄鉄織と貰銅鉱にはこう L

た鳥の眼構造がおきていないことである。 賞 銅 鉱 に ないのは 当然 とLても貰鉄

鉱が磁硫鍛鉱りなかに点在していてその境界に原石細脈があるとき.鳥の限構

造は撰択的に磁硫鉄鉱側だけに発進している。これは磁硫鉄鉱白方が芦鉄鉱よ

14J{61 りも慢さ れ易 いた めで あろ う.こりような例は既に二三報告されている。

以上観察した両闘の事象を総括 し て . 磁 琉 鉄 鉱 り 自 鉄 鉱 化 作 胤 に と も な う交

代構造の形態をど支配する長件を推測してみると.おおよそ放のような事項を想

定するととができょう.

1 侵 入 被 の 成 分 と 化 学 的特性

2 侵入液の物磁的性質

3 交代速度目遅速を引きおこす侵入液の勢力

4 とれらの時間的変化。有無

5 磁硫鉄鉱の結晶構造的方位と怠裂回方向との関係

6. 亀裂。分布の粗密

7 交代作用の進行。時期

8 交代作用後町溶食の程度

この報文には 印刷町都合 で写真を示すことをやめたから.おわかりにくい点

があると 思 う . 詳 細 は 静 大 教 育学部研究報告第 19号 に 報 告 す る よ う 手 配 ずみ

で晶ることを寧ことわりしてお<. 
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